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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子  （体） 

優しい心で助け合う子   （徳） 

 

＜５月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5 時間・後半が 6 時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 水 安全点検日 読み聞かせ 14:00 14:55 ○ 

2 木 春の校外清掃 PTA 奉仕作業 

 児童委員会 図書館バス 

14:00 15:25 ○ 

3 金 祝日 憲法記念日  × 

4 土 祝日 みどりの日  × 

5 日 祝日 こどもの日  × 

6 月 振替休日  × 

7 火 歯科検診（未受診者）ALT 全校集会 14:00 ○ 

8 水 授業参観 懇談会 14:00  ○ 

9 木 避難訓練 14:00 14:55 ○ 

10 金 クラブ 校外清掃予備日 ALT 14:00 15:20 ○ 

11 土 週休日  × 

12 日 週休日  × 

13 月 ４時間授業 12:45 ○ 

14 火 個別面談 ALT 14:00 14:55 ○ 

15 水 集合学習 14:00 ○ 

16 木 個別面談 交通安全教室 図書館バス 14:00 14:55 ○ 

17 金 個別面談 ALT 14:00 14:55 ○ 

18 土 週休日  × 

19 日 週休日  × 

20 月 個別面談  14:00 14:55 ○ 

21 火 避難訓練予備日 ALT 14:00 14:55 ○ 

22 水 読み聞かせ 14:00 ○ 

23 木  14:00 14:55 ○ 

24 金 教育大新入生研修 クラブ ALT 14:00 15:15 ○ 

25 土 週休日  × 

26 日 週休日  × 

27 月 運動会実行委員会 14:00 15:15 ○ 

28 火 ALT 14:00 14:55 ○ 

29 水 全校集会 14:00 ○ 

30 木 図書館バス 14:00 14:55 ○ 

31 金 ALT 14:00 14:55 ○ 

 

 
5/2（木）9:00～ 

ビニルハウスのビニル張りと外遊具の点検を予定して

おります。ご協力のほど、よろしくお願いします。 

新年度のスタートをむかえて 
 

校長 大山 道弘 
保護者、地域の皆様のご理解、ご支援により、始

業式、入学式など、例年通りの４月の行事を終え、
令和６年度の和琴小学校の教育活動が始まりまし
た。また、４月２０日に予定していたＰＴＡ総会の
書面開催への変更にご理解いただき、心から感謝申
し上げます。なお、延期になりました参観日は５月
８日（水）に実施いたします。 
「一雨ごとに春めいて」のように、３月末の大雨

の後は急に暖かくなり、雪解けが一気に進みまし
た。 
春は出会いの季節です。本校も４名の新入生と３

名の教職員を迎え、全校児童１１名、教職員８名で
スタートしました。新入生は小学生になったことへ
の喜びを、２年生以上の子どもたちは新学期への期
待を胸に登校しています。 
今年度は、学校経営の重点として「子どもの可能

性を引き出し、伸ばす教育の充実」を推進してまい
ります。 
これからは、今後の事が予測不能な社会になると

言われています。例えば、子どもたちが学習で使用
しているタブレット端末ですが、４年前には日常的
に学習で使用するとは予想されていませんでした。
今後は、生成ＡＩの利用が瞬く間に進むと考えられ
ます。 
このように急激に変化する時代の中で、子どもた

ちが、自分のよさや可能性を認識することが大切で
す。さらに多様な人々と協働しながら、様々な社会
的変化を乗り越え豊かな人生を切り開く力が必要に
なります。そして、大人になったときに持続可能な
社会の創り手となることが求められています。その
ような子どもたちを育てるために「子どもの可能性
を引き出し、伸ばす教育」を進めていくことが重要
になり、学校経営の重点として設定しました。 
多様な考えに触れ、様々な経験を積むことによっ

て視野が広がり、新しいことに興味・関心をもつき
っかけとなります。周囲の世界に興味をもち学ぼう
とする意欲を高める事が、子どもの可能性を引き出
すことにつながると考えています。そのために、多
くの子どもや大人と交流したり、一緒に活動したり
する場を今まで以上に設けます。また、屈斜路地区
や弟子屈の自然や文化に触れる機会を増やします。 
今年度は保護者の方の協力で新しいＰＴＡの活動

「ＰＴＡ放課後クラブ」が始まります。学校だけで
は取り組めない活動を月1回の予定で行います。ま
ず、カヌーの練習を通して地域の自然に触れる活動
が始まります。放課後にも友達と一緒に活動するこ
とができ、とても有意義な活動です。感謝いたしま
す。 
今年度も、保護者、地域の皆様のお力添えをいた

だきながら、子どもたちのよりよい成長を支えるた
めの教育活動を進めてまいりますので、１年間よろ
しくお願いいたします。 



 

 

■転入職員の紹介です 

 

 

 

■令和６年度の教職員紹介 
 

職名 名前 学年・分掌 

校長 大山 道弘  

教頭 野田 智明 ５年 

教諭 斎藤 鉄也 １・２年 指導研修部 

教諭 二瓶 皓太 ３・４年 指導研修部 

教諭 三枝 聖奈 スマイル 教務部 

養護教諭 荻野 真花 保健体育部 

事務職員 守屋 結香 管理部 

公務補 矢野 晃一 管理部 

 今年度は、教職員８名で、１１名の児童の成長をし

っかりと支えていきます。保護者・地域の皆様、どう

ぞよろしくお願い致します。 

■入学式が行われました 

 ４月９日（火）に大森陽菜さん、鴨志田実乃里さん、

作田悠碧さん、辻春花さんの 4 名が入学しました。多

少の緊張もありましたが、事前に流れを確認し、堂々

と臨むことができました。担任の先生から名前を呼ば

れると元気よく返事をしていました。保護者の皆様や

多数の来賓の方々にもお越しいただき、会場は新入生

を歓迎する温かな雰囲気となりました。 

 

 ■１年生を迎える会 

 ４月１９日（金）に１年生を迎える会を行いました。 

この会に向けて、全員で分担をしながら上級生が中心と

なって準備をしました。児童会長のあいさつに始まり、

クイズ、いろおに、１年生への手作りプレゼントと、ど

うすれば１年生が喜んでくれるかという視点で考えるこ

とができました。最後は１年生人一人からの感想発表で

した。和琴小学校の一員として立派に歩み始めました。 

 

■PTA 書面総会と授業参観・懇談会延期 

 ４月２０日（土）に今年度最初の授業参観と懇談会を

行う予定でしたが、暴風による臨時休校のため中止とな

りました。PTA 総会については書面総会となりましたが、

保護者の皆様のご協力のおかげで全て承認をいただき、

今年度の活動を開始できます。また、授業参観・懇談会

につきましては 5 月８日（水）の午後に開催いたします。

ご多用とは存じますが、１か月間での子どもたちの成長

をご覧いただければ幸いです。 

教頭 野田 智明（別海町立野付中学校より） 
この度、別海町立野付中学校から教頭として着任

しました。屈斜路は、3 年前に旅の途中、娘が初め
てはっきりと言葉を発した思い出の場所です。そこ
で働けることになり大変幸せです。赴任早々保護者
や地域の皆さんの優しさに触れ、ますます心のエネ
ルギーが満たされました。人、もの、自然、産業な
ど貴重な地域の宝を生かしつつ、素直で元気な和琴
の子どもたちの成長を支えるとともに、教職員が生
き生きと教育活動を行えるよう取り組んで参りま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 

教諭 二瓶 皓太（釧路市立光陽小学校より） 
この度，釧路市立光陽小学校よりきました二瓶皓

太といいます。登校の初日から「おはようございま
す！！」という子どもたちの元気な声・明るい笑顔
に驚きを感じました。和琴小の子どもたちの明るさ
や元気・笑顔を大切にして学校生活を送っていきた
いです。また，学校や地域の事などではわからない
ことや不安なことも多いですが，前向きに取り組ん
でいきたいと思っています。保護者・地域の皆様に
は様々な場面でお世話になります。どうぞよろしく
お願いいたします。 

養護教諭 荻野 真花（新採用） 
この度、和琴小学校の養護教諭として着任しまし

た。荻野真花です。「明るく元気で礼儀正しい」こ
れが和琴小学校の子どもたちの第一印象でした。今
は、毎日子どもたちと関わりながら元気をもらい、
私も楽しく仕事をしています。そんな子どもたちの
元気に応えて、私も明るさと安心感を子どもたちに
届けていきたいと思っています。養護教諭 1 年目、
そして埼玉から来て学校のことも地域のこともま
だわからないことが多くありますが、和琴小学校の
子どもたちのために一生懸命頑張ります。保護者・
地域の方にも助けていただく場面が多々あるかと
思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 


